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問い合わせ先：神奈川県農業技術センター　TEL 0463-58-0333

樹体ジョイントによるナシ園早期成園、省力化と樹勢回復技術開発

農業-果樹

分　野 適応地域

全国
18035

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業/研究紹介2010

〔研究タイプ〕
広域ニーズ・シーズ対応型
〔研究期間〕 
２００６年度～２００９年度（４年間）

〔研究グループ〕
神奈川県農業技術センター
埼玉県農林総合研究センター園芸研究所、筑波大学
（独）農研機構果樹研究所、日鉄防蝕株式会社、農業者井上毅
〔総括研究者〕
神奈川県農業技術センター　柴田　健一郎 

1研究の背景・課題
ナシの主要品種「幸水、豊水」は樹齢が30年を超す高齢樹が多く、収量低下、樹勢低下が各県産地とも大きな問題となっています。また、
現在の整枝法は高度な熟練技術を必要とし、省力・効率化が難しく、規模拡大や新規参入を困難にする要因となっています。今後、ナ
シ産地の維持・活性化を図るには生産者ニーズに対応した超早期成園化技術、省力化技術、樹勢回復技術の開発・普及が不可欠です。

2研究のゴール
○ 意欲ある担い手の改植促進のため、育成期間を半減する超早期成園化技術を開発する。
○ 規模拡大、新規参入促進のためのナシ生産の省力・簡易栽培技術を確立する。
○ 高齢生産者のニーズにも対応した、高齢樹に対する樹勢回復技術を開発する。

3ゴール到達のためのブレークスルーとなった技術・成果
○ 樹体ジョイント仕立ての「樹と樹をつなげる」発想を活かし、育成期間を半減する超早期成園化技術を開発しました。
○ 樹形の直線・単純化により、栽培管理の効率化が図られ、せん定作業の大幅な時間短縮（－40％）を実現しました。
○ ナシ棚の改良により設置コストの削減を可能にしました。

4開発した技術・成果の普及・実用化の状況
○ 全国ナシ産地の全農、ＪＡ等から7件の「樹体ジョイント仕立て」特許実施許諾申請があり、約７ha普及、一部の先進産地では収穫
も始まっています。これら産地では、今後5年間で72.5haの導入計画があります（10月１日時点）。

○ 農林水産省の果樹経営支援対策事業では、本仕立て法を導入する場合、同一品種の改植でも補助の対象になることが決まりまし
た（ただし、生産性向上が期待される技術として、都道府県の認定が必要になります）。

○ 本技術に関するマニュアルを公開（HPアドレス：http://www.agri-kanagawa.jp/nosoken/jointsystem/nasijoint.htm）。

5開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献
○ 生産の安定と労働コストの削減により、安定した価格でナシ果実が供給されます。
○ 熟練技術の習得が壁となっていた果樹農業へも新規参入、雇用労力の導入が促進され、新たな雇用が生まれます。
○ 緑地空間、防災協力農地としても重要な都市近郊ナシ産地の維持・活性化が図られます。

図1 樹体ジョイント仕立ての
樹冠完成までの概念図

図4 収穫期のジョイント
仕立て樹（幸水）

図6 仕立て法別、習熟度別の
せん定時間比較

図5 簡易化するジョイント
仕立てのせん定

図2 接ぎ木
（ジョイント）手法

図3 ジョイント仕立てと
2本主枝仕立ての
10a換算収量の推移
（H18-21:幸水）

定植4年目（5年生）
収量：3,.02 t /10a
平均果実重：364g
平均果実糖度：12.2%

㎡当りの剪定時間(分)

２年生苗育苗：
専用圃場での
育苗（１年間）

定植１年目春：株間１.５～２ｍ（目標）で定植＋主枝部のジョイント

定植２年目：側枝の養成＋良好な長果枝には結実

定植３年目：本格的な収穫の始まりと樹冠拡大（ほぼ１００％まで）
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